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株式会社立花エレテック
東京FAシステム部 東京ロボット営業課

小林 次郎

産業用ロボットの基礎知識から導入まで
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(株)立花エレテック 会社紹介

(http://www.tachibana-tokuiwaza.com/)

“技術商社”立花エレテックの得意技
ソリューション成功事例をご紹介

（http://www.tachibana.co.jp）

ISO14001 ：2001年6月29日

ISO9001   ：2003年8月8日

ISO27001 ：2006年11月2日

JQA-EM1654JQA-QMA10303

〔商号〕

〔設立年月日〕 創業：大正10年9月 1日

〔資本金〕 58億74百万円

〔従業員数〕 1,341名（連結、2020年3月現在）

〔株式上場〕 東証第一部

〔拠点数〕 国内:18  海外: 11
〔認証取得〕

〔得意技〕

国内支社・支店・営業所

タイ・バンコク

シンガポール

海外拠点

台湾香港

深圳
上海

北京

武漢

青島

大連

〔本社所在地〕 大阪市西区西本町1-13-25
TEL:06-6539-8800 FAX:06-6539-8821

電機･電子技術商社の
リーディング･カンパニー

を目指します！

マレーシア
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◆2021年に創業100周年

◆全社員の1/4が技術者

◆技術商社としての提案力
幅広い取扱製品・自社保有技術・パートナー企業連携

提案、設計・開発から保守・保全まで一気通貫でサポート

(株)立花エレテック 会社紹介

http://www.cc-link.org/jp/cclink/feature.html
http://www.jte.co.jp/index.html
http://www.cimtops.co.jp/
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２）構築費用と投資対効果
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1．ロボットの基礎知識
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1.ロボットの基礎知識

日本の人口は
急激に減少している

2004年にピーク
…12,784万人
↓

2050年には
… 9,515万人(予測)

産業用ロボット活用が
期待される背景

先進国
…労働力不足が深刻

新興国
…人件費の高騰、品質向上
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☆ロボット産業の市場動向

※ロボットによる社会変革推進会議「ロボットを取り巻く環境変化と今後の施策の方向性」から引用

1.ロボットの基礎知識

産業用ロボットの年間販売台数

2015年…20万台
2020年…40万台
2028年…80万台(見込)

日本は世界一のロボット生産国

その理由
・自動車産業と共に発展した
・日本の独占的なロボット部品

(減速機、ACサーボ)

※三品産業…食品、薬品、化粧品
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2．産業向けロボットとは
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２.産業向けロボットとは

『垂直多関節ロボット』

6軸可動の標準的なタイプ。
可搬重量は2kg～2,300kg
と多岐にわたる

１）代表的なロボット(タイプ別)①

『水平多関節ロボット』

4軸可動の単純機構

通称スカラーロボット

コストパフォーマンスに
優れる
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『パラレルリンクロボット』

独特形状(クモの様な形)

高速動作が可能な反面

可搬重量は小さい

１）代表的なロボット(タイプ別)②

『双腕ロボット』

近年注目されている

人との協調動作が可能

２.産業向けロボットとは
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１）代表的なロボット(メーカー別)
三菱電機 川崎重工業 ＡＢＢ

特長

小物ワークのハンドリング向け。三
菱電機製ＰＬＣとの親和性が高く
(iQ Platform)、高速応答性を実現

各種ロボットが豊富で、各業界に実
績をもつ。昨年、双腕ロボットの販
売も開始しており、ニーズに合った
ロボット選定が可能

スイスに本社をおくグローバル
企業、100カ国以上で実績あり。
繰り返し精度が優秀で、パラレ
ルリンクロボットに強み

形状

垂直多関節
基本軸数： 6軸

可搬重量： ～70kg
基本軸数： 6軸

可搬重量： ～1,５00kg
基本軸数： 6軸

可搬重量： ～650kg

ﾊﾟﾗﾚﾙﾘﾝｸ
－ 基本軸数： 4軸

可搬重量： ～3kg
基本軸数： 4軸

可搬重量： ～8kg

その他

＜水平多関節（スカラー）＞
基本軸数： 4軸

可搬重量： ～20kg

＜双腕ロボット＞
基本軸数： 4(+1)×2軸
可搬重量： 2kg/腕

＜双腕ロボット＞
基本軸数： 7×2軸
可搬重量： 0.5kg/腕

※可搬重量＝ワーク重量＋ハンド重量

２.産業向けロボットとは
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■物流関連
①パレタイズ
②デパレタイズ

■研究棟
⑦試作
⑧モデルライン検証
⑨教育

■工場
③加工 ⑤組立
④搬送(移送) ⑥検査

■キーワード
・労働環境改善(重労働)
・工程簡略化

■着眼点
・人手による荷卸し(特に、重量物)
・専用コンベア等からの置き換え

２）ロボットがよく使われているところ

２.産業向けロボットとは
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■物流関連
①パレタイズ
②デパレタイズ

■研究棟
⑦試作
⑧モデルライン検証
⑨教育

■工場
③加工 ⑤組立
④搬送(移送) ⑥検査

■キーワード
・省スペース
・品質安定
・熟練者の育成不要

■着眼点
・熟練者の作業が多い
・加工時間が不安定
・加工スペースを小さくする

２）ロボットがよく使われているところ

２.産業向けロボットとは
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■物流関連
①パレタイズ
②デパレタイズ

■研究棟
⑦試作
⑧モデルライン検証
⑨教育

■工場
③加工 ⑤組立
④搬送(移送) ⑥検査

■キーワード
・省人化
・タクトタイム短縮
・衛生リスク削減
・悪環境

■着眼点
・単純作業による作業員不足
・仕分けミスを減らす
・衛生面での改善

２）ロボットがよく使われているところ

２.産業向けロボットとは
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■物流関連
①パレタイズ
②デパレタイズ

■研究棟
⑦試作
⑧モデルライン検証
⑨教育

■工場
③加工 ⑤組立
④搬送(移送) ⑥検査

■キーワード
・省スペース化
・人的ミス削減
・省人化
・品質

■着眼点
・限られたスペースで生産を上げたい
・組立ミスを抑えたい
・生産時間(タクトタイム)短縮

２）ロボットがよく使われているところ

２.産業向けロボットとは
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■物流関連
①パレタイズ
②デパレタイズ

■研究棟
⑦試作
⑧モデルライン検証
⑨教育

■工場
③加工 ⑤組立
④搬送(移送) ⑥検査

■キーワード
・精確な検査
・省人化
・タクトタイム短縮

■着眼点
・人による検査ミスを無くす
・検査時間の短縮

２）ロボットがよく使われているところ

２.産業向けロボットとは
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■物流関連
①パレタイズ
②デパレタイズ

■研究棟
⑦試作
⑧モデルライン検証
⑨教育

■工場
③加工 ⑤組立
④搬送(移送) ⑥検査

■キーワード
・自動化
・開発
・教育

■着眼点
・品質保証での製品試験
・ロボットを導入する上での課題抽出
・ユーザー内でのロボット教育

２）ロボットがよく使われているところ

２.産業向けロボットとは
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3．ロボット導入のために必要なこと
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ロボットシステムの構築には、ロボットシ
ステムインテグレータ（ロボットSIer）と
呼ばれる、専門のエンジニアリング企業が
存在し、最適なロボットシステムの構想か
ら設計、導入までを幅広く担っています。

3.ロボット導入のために必要なこと

１）ロボットシステムを構築する「ロボットSIer」

※ロボットによる社会変革推進会議「ロボットを取り巻く環境変化と今後の施策の方向性」から引用

産業用ロボットは、いわば「半完結製品」
であり、周辺機器(ハンド・ビジョンセンサ
等)と連携させることで、初めて価値が明確
化します。

ロボットシステムの構築は、ユーザー企業
とロボットシステムインテグレータとの共
同作業で実現していくもので、両者が密接
に連絡を取り合って実現させていきます。
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実際の導入事例 製品の箱詰め工程

２）構築費用と投資対効果

3.ロボット導入のために必要なこと

※一般社団法人 日本ロボット工業会「ここが知りたい！ロボット活用の基礎知識」から引用

合計金額 5,050万円

ロボットの費用は全体の僅か1/6！

※ロボットシステム＝ロボット＋関連装置＋周辺設備
＋システムインテグレーション費用の集合体
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投資に見合うの？ 製品の組立工程

２）構築費用と投資対効果

3.ロボット導入のために必要なこと

※一般社団法人 日本ロボット工業会「ここが知りたい！ロボット活用の基礎知識」から引用

※作業者削減だけでは投資回収に10年掛かるが、それ以外の効果も・・・
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投資に見合うの？ 食材の容器詰め工程

２）構築費用と投資対効果

※一般社団法人 日本ロボット工業会「ここが知りたい！ロボット活用の基礎知識」から引用

3.ロボット導入のために必要なこと
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①事前検討

②企画構想

③仕様定義

④設計

⑤製造・
納入前テスト

⑥保守・点検

● 具体的なロボットシステムの方式や詳細の設計を行い、運用と能力の
妥当性を検証する。

● リスクアセスメントを行い、安全性確保に関する方針を策定する。

● 仕様定義書
● システムフロー図
● プロジェクト計画書

本稼働開始

※一般社団法人 日本ロボット工業会
「ここが知りたい！ロボット活用の基礎知識」から引用

３）導入までの流れ
作業イメージ 成果物の例

● 自動化に関するニーズをまとめる。
● 予算規模を勘案しながら概算見積を立て、投資回収の目安を検討する。

● 要求仕様書
● 構想イメージ図
● 概算見積書

● 現状分析資料
● 全体構想図
● 実施計画書

● 現状の作業工程における課題を抽出し、その原因を分析する。
● 整理した課題の解決手段を検討し、ロボットシステム全体を構想する。
● システム構築の実施計画を作成する。

● 全体レイアウト図
● 図面一式
● 納入前テスト計画書
● 残留リスク報告書

● 実施計画に基づき、達成手段や実現方法を要求仕様として定義する。
● システム全体と処理の流れを決定し、信頼性・利用性・保守性・復旧性

の観点から精査する

● ロボットシステム稼動後も定期点検を行い、不具合があれば修正する。
● ロボットシステムの障害発生時に復旧支援を行う。

● 設計に基づきロボットシステムの製造やプログラミングを行う。
● 実稼動環境への据付けや調整を行い、内部テストを経て、総合確認を行う。

● ロボット・自動機一式
● プログラム一式
● 完成図書
● 操作マニュアル

● 作業報告書

3.ロボット導入のために必要なこと


